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1．はじめに 

近年、BIM 技術を活用した建築業務がゼネコンなど大

手企業を中心に広がりを見せている。 

しかし、地方都市や小規模設計事務所での BIM 導入率

は未だ低く、BIM 導入が遅れているのが現状である。平

成 24 年度、筆者らの研究室では、日本建築家協会（IPD

‐WG）と共同で設計事務所における BIM 活用実態や BIM

に対する意識の調査を行い、その中で多くの小・中規模

設計事務所が BIM の検討段階で留まっていることが判明

した。その原因となっているのが①「価格」②「習得の

難しさ」③「構造・環境・施工との連携環境が整ってな

い」の主に 3 点であった。①と③については BIM に関わ

る社会状況の変化や開発技術の向上が期待されるところ

であるが、今後の小規模設計事務所の BIM 導入において

は②の BIM ソフトの習得が容易になることが不可欠であ

り、その方法については、組織形態や目的に応じた様々

なアプローチが考えられる。一方、大学の建築教育にお

いても、BIM の取り組みは今後の一つの課題であり、身

近な社会状況に応じた BIM 技術への潜在的なニーズや可

能性を探ることも重要であると考える。それらの背景の

もと、金沢工業大学では地域とともに学びあう PBL 型の

BIM プロジェクトを 2013 年 11 月にスタートした。 

 

2．研究の目的  

本プロジェクトは実際に建設予定の小規模建築物(木

造・約 200 ㎡ 英会話塾校舎)の計画・設計を題材に、地

域で活動する小規模設計事務所の学外建築家と共に設計

を進める中で BIM の活用と問題発見や解決に取り組んで

いくものである。現在は基本設計の過程であるが、今後

は工務店とも協力し、施工を含めた BIM の活用も検討し

ている。これらを基本とし本プロジェクトの目的を以下

にまとめる。 

①大学の建築設計・BIM に関わる教育力・研究力の向上 

②身近な設計事務所・建設会社の BIM に関する知識・ス

キルの向上 

③会社・地域の特性に合わせた BIM 活用法の研究・実践 

④身近なエリアでの BIM コミュニティの形成 

このプロジェクトを通じて、BIM 普及が遅れている地

方都市や小規模設計事務所において、どのような BIM の 

 

 

導入や普及方法が相応しいか探ることも重要と考えられ

る。そこで、BIM 経験のない学外建築家や建設会社と共

同することで、その BIM 導入について検討・支援しなが

ら BIM のメリットや問題、可能性等を整理していく。 

 

3．研究方法 

3-1 組織体制 

 計画・意匠チームのメンバーとしては本学の計画・意

匠系の学生 8 名(大学院 7 名、4 年生 1 名)と指導教員 1

名および学外で小規模設計事務所を主宰する建築家(以

降学外建築)1 名である。また、より総合的な設計案の検

討方法に対する理解を深めるために環境や構造をそれぞ

れ専門とする研究室とコラボレーションしている。今後、

施工段階での BIM 活用の可能性を検討するために建設会

社との協力体制も作っていく。その他、既に BIM を活用

している建築家や建設会社の技術者などを講師として定

期的に招き、BIM に関する知識や技術の習得を行ってい

る(図１)。 

3-2 プロジェクトの流れ 

(1)基本設計 

2013 年 11 月から約 1 年間を基本設計期間として、施

主の意向を基にして設計を進める。学生は、エスキスや

プレゼンテーションに BIM を用いている。学外建築家と

のミーティングでは、図面・3Ｄモデル・模型を適時使用

しながら設計案の検討を行っている。施主へのプレゼン

テーションでは、平面図・パース・模型・ウォークスル

ーモデルを用意し、説明内容に応じて各表現媒体を使い

図 1 BIM プロジェクト組織図 
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分けている。また、シミュレーションに関しては、表面

温度や気流に関して、本学環境系の研究室とコラボレー

ションを進める。更に、基本設計案の検討と同時に、学

外建築家の BIM 導入支援を進めていく。 

(2)実施設計 

実施設計期間として 2015 年 1 月頃から、2015 年初夏

着工を目標に進める。実施設計では詳細図の作成や建具

表の作成および積算等において、できるだけ BIM の手法

を活かした活用方法を検討する。施工段階での BIM デー

タ活用については、会社によって従来の手法との兼ね合

いがあることが予想されるため、将来像について話し合

いながら柔軟に検討や導入を進める。また、学外建築家

の BIM 支援も実施設計に合わせてレベルを上げていき、

最終的には BIM ソフトを中心にすべての設計図書を作成

できることを目標に行っていく(図 2)。 

 

4．BIM ソフトによる設計案の検討 

施主との打ち合わせの重ね方については学外建築家

の設計業務の手順を参考にした。学外建築家の設計プロ

セスは、まず、シングルラインで作成した簡易な平面図

での設計案を 2～3 案用意し、施主との打ち合わせを行い、

次にその打ち合わせから新たに 2～3 案作成し、その工程

を最終案が決まるまで繰り返すというものである。この

プロセスをもとに、本プロジェクトでは BIM ソフトを使

い、平面図・立面図・断面図・パース・模型・ウォーク

スルーモデルを設計案毎に作成し、施主との打ち合わせ 

を重ねている。初回プレゼン（2014 年 1 月）までは、学

外建築家の指導を受けながら設計案 5 案は全て学生が作

成していった。第２回のプレゼン（2014 年 7 月）に向け

て、学生は第１回と同じ方法で設計案を作成し、学外建

築家は２次元 CAD ソフトを使用して（その時点で BIM ソ

フトを未購入）設計案を作成した。現在、第３回プレゼ

ンに向けて設計案を作成中で、学生は勿論学外建築家も

BIM ソフトを導入し、使用を開始している。尚、学外建

築家は従来、パースを作成せず、図面と模型によるスタ

ディとプレゼンを中心に行ってきた(図 3,図 4)。 

プロジェクト開始直後は、学生の中でも BIM ソフトの習

得度の差があり、当初は２次元 CAD、３次元 CAD を自由

に選択して使用していたが、ミーティングを重ねるにつ

れ、検討のし易さや、情報共有のし易さから、最終的に

は全員が BIM ソフトで設計案を作成し、ミーティングに

臨むようになった。学外建築家は学生とのやり取りを通

じて、BIM ソフトの表現レベルや使い方、特性への理解

を深めていき、現在では３D モデルでの設計案の検討に

徐々に馴れてきつつある。これまでの成果の一つとして

は、基本設計段階における BIM モデルの詳細度を学生側

と学外建築家とで概ね共有できたことが挙げられる。 

 

年表 

図 2 プロジェクトの流れ 

  

図 3 学生の設計案（パース）のサンプル 図 4 学生の設計案（図面）のサンプル 
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5．施主とのコミュニケーション 

 2 回施主との打ち合わせの中で、施主がどの表現媒体

を頼りに設計案を理解しているかの調査を行った。前章

で挙げた表現媒体を用意し、プレゼンの中で最も閲覧し

ていたのが平面図であり次に模型であった。室内の雰囲

気を確認する際にはウォークスルーモデルを利用してい

た。それに対して、パースはほとんど閲覧せず、外観は

模型で確認していた(図 5)。立体表現については、静止

画よりも動的な媒体の方が建物の構成を理解し易かった

ものと考えられる。 

 更に、設計の進展に応じて、用意する表現媒体と建物

構成理解度について調査・検討していく。 

 

6．学外建築家の BIM 導入支援 

6－1 BIM 導入方法 

学外建築家への BIM ソフトの導入支援として、概ね、

以下の手順を踏んだ。 

① BIM ソフトメーカーが一般公開している簡易マニュ

アルを使用しての操作方法の練習 

② ①と同じマニュアルを使用して①と異なる建築物を

対象として操作方法の練習 

③ ①、②の過程で学外建築家から不明点や疑問点のフ

ィードバック 

④ オリジナルの追加マニュアルを作成・提供し、更に

練習 

⑤ 学外建築家の過去の物件を対象として細かい図面

表記対応も含めた練習 

独力での習得には時間と労力を要する為、学生が学

外建築家の事務所にて一対一での講習会を実施した(図

6)。オリジナルに作成した追加マニュアル(図 7)は本学

での授業用に作成されたマニュアルを改変して作成した。

内容は学外建築家への講習過程で必要だと判断した項目

を中心に構成した。今後も必要に応じてバージョンアッ

プを図る予定である。 

これらの作業を通して、この学外建築家においては、

BIM ソフトユーザーになる上で 3 次元モデルの作成手法

の習得よりも、2 次元図面の表記設定方法習得の方が、

ハードルが高いことが確認された。 

これに関して、市販もしくはメーカーが提供している

マニュアルでは 3 次元モデルの作成に関する説明が主に

なっており、2 次図面の表記設定に関しての記載が少な

い。これは BIM ソフト普及の面で 1 つの課題であると考

えられる。 

今回作成した 2 次元図面表記設定を中心に作成したオ

リジナルマニュアルを用意することで解決できると考え

ている。 

 

 

 

 

 

6－2 学外建築家の実施図面対応試行 

 学外建築家の BIM ソフトの操作習得作業と並行して、

学外建築家の事務所で進行していた実施設計の一部業務

と同等の内容を、BIM ソフトを使って試行した。対象と

した物件は店舗併用住宅であり、詳細図・キープラン・

展開図・建具表を、専用機能を用いて作成した。作成に

あたり、学外建築家が 2 次元 CAD で作成した図面を参考

にした。事務所特有の表現や図面のルールはその都度、

学外建築家の指導を仰ぎ作成作業を行った(図 8，図 9)。 

 この作業を通して、今後プロジェクトを進行する中で

問題になると予想される点が明らかになった。 

① 学外建築家の事務所で使用しているオリジナルの建

具を作成するのにオブジェクトを一から作る必要があり、

BIM ソフトをより高度に使いこなせる必要がある。 

② 学外建築家が単独で建具表に必要な属性を適格に設

定するのは困難が伴う可能性が高い。 

③ 学外建築家事務所での展開図の表現と BIM ソフト内

で自動作成される表現が異なるため、従来の表現ではな

  

■ 柱・梁の図面表記の設定

①「ドキュメント」から「モデル表示」→「モデル表示オプション」を選択する ②梁や柱の表示方法を選択する

モデル表示オプションでは二次元図面での表現
方法を設定することができる。

自分の好きな表現方法を選択し、オリジナルの
表現を保存していくことが可能である。

デフォルトで、複数の表現方法が設定されている
ので、それを利用することもできる。

・簡単に表現方法を変えるには・・・

・細かく表現を設定するには・・・

①それぞれの平面図と断面図で細かく設定する

＜梁の表現について＞

一般的に梁は平面図上で表現しないことが多い。その場合、レイヤー設定を利用すると、
簡単に梁表示を消すことができる。

「ドキュメント」の「レイヤー設定」でオリジナルレイヤーセットを作成し、梁表示をさせないも
のを作成しておくと、簡単に表現方法を変えることができる。

20

 

 

 

図 7 オリジナルマニュアルのサンプル  

 
図 8 建具表 

 

図 5 施主との打ち合わせ風景 

 

図 6 学外建築家への BIM ソフト講習 

図 9 展開図 
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く、BIM ソフトに対応した表現を検討する必要がある。 

 以上の問題に対して、今後参考となり得る資料等の調

査を進め、必要に応じてオリジナルマニュアルやテンプ

レートを検討していく。 

6－3 学外建築家の変化 

 プロジェクトを進める中で、BIM に対する意識がどの

ように変化がしたのかを調査する為に、3 カ月毎にアン

ケート調査を実施した(表 1)。 

プロジェクト初期段階では BIM ソフトに対して曖昧な

イメージのみで、実際に BIM ソフトで作成したモデルを

閲覧しても理解を深める効果がなかった（2014年 1月）。

その後、自身で BIM ソフトに関して調査を開始、学生が

作成するモデルを閲覧することで BIM の有用性を見出し

ていったが、正確な特性を理解するまでには至らなかっ

た(2014 年 4 月)。最新のアンケートでは BIM ソフトの理

解が深まり、BIM ソフトで可能・不可能な点を明確にし、

BIM ソフトを本格的に導入する為には、従来の事務所で

のやり方とは違う対策を取る必要があると考えているこ

とが分かった(2014 年 7 月)。 

 今後もアンケートを続け、BIM 導入が完了するまでの

心理的変化を調査していく。 

 

 

 

7．環境系とのコラボレーション 

 より総合的な設計案の検討をするために風と熱の環

境シミュレーションを行う。風については学内の機械工

学科の流体工学系研究室と、熱については学内建築学科

の環境系研究室とコラボレーションを進めている。環境

シミュレーション交流会と称して各研究室で行っている

研究の報告を行い、その後、学生間で具体的なコラボレ

ーションの方法について協議を開始した。第一段階とし

て、計画・意匠系と環境系でのコラボレーションとして

対象敷地の気象条件を気象庁のデータから分析した(図

10)。計画・意匠系が作成した３D モデルを用いて、敷地

周辺の気流のシミュレーションを環境系が試行開始した

段階である。現在、風を建築内部に取り入れる設計案を

検討しつつ、シミュレーションに適した BIM モデルの作

成方法やデータ交換の方法を検討している。 

 本報の執筆時点ではまだ環境系とのデータ連携方法が

確立できておらず、コラボレーションは難航しているが、

今後のコラボレーション活性化を目指す。 

 

8．今後の展望 

これまでに、PBL として BIM プロジェクトを実施して

きた中で、学外建築家は BIM 力を、学生側は BIM 力と建

築に関わる総合力を徐々に高めつつある。今後は基本設

計を進める中で、環境シミュレーションをできる限り活

用し、施主へのプレゼンを行いながら、最終案を決定さ

せる。 

また、実施設計期間になる前に、構造系研究室とコラ

ボレーションや施工会社との連携関係を検討し、BIM の

メリットを活かした実施設計および施工プロセスの方向

性や可能性について検討していく。 

 

 

 

 

[参考文献] 

１） 下川雄一，藤沼傑，榊原克己，木村年男：JIA 会員

を対象とした BIM に関する意識および利用状況調査，日

本建築学会・情報システム技術委員会，第 36 回情報・シ

ステム・利用・技術シンポジウム論文集，pp.237-240，

2013.12  

 

＊１ 金沢工業大学大学院 博士前期課程 

＊２ 金沢工業大学建築デザイン学科准教授・博士(工学) 

表 1 学外建築家へのアンケート結果 

 

図 10 計画敷地の風解析  

 

質問事項 2014年　１月 2014年　４月 2014年　７月
Q1:BIMソフトについての興味を
お持ちですか？

まあまあ はい はい

Q2:ご自身でBIMソフトにつ

いての情報収集を行っておら
れますか？

していない 少ししている まあまあしている

Q3:Q2で「していない」以外

の場合、どのような情報収集
を行っておられますか？

どのようなBIMソフト

があるのか？友人たちへ
の情報収集など。Macで

使えるソフトは何か？

詳しい学生さんに話を聞
いたり、ArchiCADの

ウェブサイトを調べたり
している。

Q4:現在、BIMソフトの特性

や効果、問題についてどのよ
うな理解やイメージをお持ち
ですか？

便 利 な ソ フ ト 。
3DCADなのでパー

スもラクラク。積
算も出来る。

作業の効率化が図れるの
ではないかとイメージして
いる。
図面の自動化。フォーマッ
ト化された書式に整理する
ことが可能になるのではな
いか？

実は、出来ないことが
多々あるみたい。全ての
図面が自動化出来ている
ソフトではなさそうだ。
まだまだ未完成のソフト
らしい。

Q5:学生との打ち合わせは、

BIMの理解を深める上で役

立っていると思いますか？

どちらともいえないはい はい

Q6:どのような点について理

解が深まっていますか？ま
た、どのような場面や行動が
役立っていると思われます
か？

BIMソフトだからとい

う訳ではないと思う
が、3D設計なので外観

パースや内観パースの
作成が容易そうに見え
る。ただ、自分が操作
した時に、学生さんほ
どのスピードでは操作
出来ないだろうと思っ
ている。

ArchiCADで出来ること

と出来ないことが分かる
ようになってきた。普段
使っている2D CADとの

違い、同じような図面表
現が可能かどうか？
ArchiCADを本格導入す

るに当たっては、独自の
図面表現を考えていかな
いといけない。

Q7:今後、BIM力アップのた

めに取り組まれたいと考えて
おられることがあれば自由に
お答えください。

実際に図面を書い
てみること。

実施図面一式を書いてみ
ることが必要。それに
よって、何が出来て何が
出来ないか、知る事が出
来る。

ArchiCADを用いた実務

レベルの図面作成。（基
本設計が手軽に出来るの
はよくわかった）
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